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財
政
指
数
等

問	

経
常
収
支
比
率
は
小
さ
い
ほ
ど
良
い
と

の
こ
と
だ
が
、
令
和
2
年
度
90
・
3
％

と
い
う
比
率
を
ど
う
認
識
し
て
い
る

か
。

答	

財
政
状
況
の
判
断
は
、
各
種
財
政
指
標

を
総
合
的
に
勘
案
し
て
行
う
も
の
で
あ

る
。
経
常
収
支
比
率
が
90
％
を
超
え
た

こ
と
で
の
み
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
が

失
わ
れ
た
状
態
だ
と
い
う
認
識
は
な

い
。

人
事
管
理
事
務

問	

平
成
29
年
か
ら
総
合
能
力
試
験
を
導
入

し
て
い
る
が
、
そ
の
評
価
は
。

答	
導
入
前
に
比
べ
て
、
受
験
者
の
数
が
増

加
し
た
。
ま
た
多
彩
な
人
材
が
集
ま
る

こ
と
で
、
よ
り
良
い
人
材
が
採
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
と

考
え
て
い
る
。

た
は
ら
暮
ら
し
応
援
商
品
券
交
付
事
業

問	

市
内
経
済
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
っ
た
か
。

答	

約
6
億
5
0
0
万
円
が
市
内
の
店
舗
で

使
用
さ
れ
て
お
り
、市
民
の
家
計
支
援
、

市
内
事
業
者
支
援
に
大
き
な
効
果
が

あ
っ
た
。

問	

生
活
必
需
品
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る

印
象
だ
が
、
市
外
本
店
事
業
者
に
一
定

数
の
金
額
が
流
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

答	

全
体
と
し
て
消
費
を
底
上
げ
し
て
い

る
。
市
内
飲
食
店
へ
の
使
用
も
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
業
態
に
支

援
、
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務

問	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
の
取
り
組

み
は
。

答	

国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
に
よ
る

効
果
も
あ
り
、
取
得
が
大
幅
に
伸
び
て

い
る
。

問	

令
和
3
年
1
月
か
ら
開
始
し
た
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
は
。

答	

休
日
や
夜
間
、
市
外
で
も
各
種
証
明
書

が
取
得
で
き
る
な
ど
、
効
果
、
有
効
性

の
高
い
事
業
と
考
え
る
。

令和２年度決算を認定
歳入総額　377億3041万円
歳出総額　366億5609万円 市長は、翌年度予算を決める3月の定例会までに、

前年度の決算について議会の認定を受けなければなり
ません。
9月16日、17日の2日間にわたり開催された予算決
算委員会において決算内容を審査し、本会議最終日に
全ての決算を認定しました。

一般会計

　市の会計のうち、基礎的な経理を中心
とした会計です。
　令和2年度の予算は主に次のように使わ
れました。主なもののため、合計は一致
しません。（表示単位未満四捨五入）

総務費
94億6593万円

※表示単位未満四捨五入
歳入総額（A) 歳出総額（B) 差引額（A)−（B)

特
別
会
計

国民健康保険 ７８億４９０４万円 	 ７７億	３６４１万円 １億１２６３万円
田原福祉専門学校 ９７９５万円 	 	９７９５万円 ０円
後期高齢者医療 ８億２０１０万円 	 ８億	１７７８万円 ２３２万円

企
業
会
計

水道事業
収益的収支 １２億４２９１万円 	 １２億	３８２万円 ３９０９万円
資本的収支 ３億１６５５万円 	 ５億	７８０９万円 ▲２億６１５４万円

下水道事業
収益的収支 ２７億７５２１万円 	 ２７億	２７９５万円 ４７２６万円
資本的収支 １０億１８８５万円 	 １４億	５７６０万円 ▲４億３８７５万円

　水道および下水道事業会計（資本的収支）の不足分は、損益勘定留保資金などで補填されました。

特別会計・企業会計 一般会計と分けて経理する必要があるため、
事業別に分けられた会計です。


